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東海道新幹線の車両基地建物の耐震化について 

 

 東海道新幹線の地震対策については、第二指令所を新設したほか、高架橋柱・盛土等の土木

構造物の耐震補強、脱線・逸脱防止対策、地震防災システムの機能強化に取り組んでいます。 

さらに、車両の全般検査を行う浜松工場や電力・信号・通信の重要な電気関係機器を収容す

る建物についての耐震化を進めております。 

今回、車両の定期検査・修繕を行う４つの車両基地（車両所）の建物についても必要な耐震

化を行うこととします。 

これにより、東海道新幹線の駅や列車運行に関わる建物は全て耐震化されることになります。 

 

１．実施内容 

○検修庫（別紙） 

車両の定期検査や修繕等を行う検修庫について、必要な耐震補強を行います。 

① 大井車両基地 （東京都品川区）  

② 三島車両所  （静岡県三島市） 

③ 名古屋車両所 （名古屋市中村区） 

④ 鳥飼車両基地 （大阪府摂津市） 

 

○信号扱所が入っている事務所 

車両基地内、車両所への入出庫の進路制御を行う信号扱所が入っている建物を耐震 

    化します。 

① 三島車両所     事務所（建替） 

② 名古屋車両所    事務所（耐震補強） ※名古屋駅の信号扱所を含む 

 

○電源室等 

車両基地内の電源室、情報通信ネットワーク機器が入っている建物の耐震補 

強を行います。 

① 三島車両所     電源室 

② 鳥飼車両基地    通信機器室 

 

２．工 事 費 

約４３億円 

 

３．工  期 
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検修庫の耐震補強工法例 別紙

検修庫 外観（例：三島車両所）

方杖補強ブレ ス補強 方杖補強ブレース補強

耐震補強工法例
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